
令和７年５月２８日〜7月1６日（全８回） 埼玉大学大学会館

令和７年度

地域社会の中の
ダイバーシティ（多様性）

＠埼玉大学



趣旨

地域社会は多様な人たちによって構成されていますが、物事を決める場

には、女性が少なく、男性が多いといった性別による偏りや、障害がある

人への合理的配慮の欠如など、現実には様々な課題が存在しています。

この講座では、多世代の対話をベースに、地域の中のダイバーシティに

目を向け、現に生じているジェンダーをはじめとする課題などに焦点を当

て、一人ひとりが多様な選択肢を持ち生きていける地域社会のあり方や課

題の解決策について考えあう時間をつくっていきます。



プログラム ※時間はいずれも10：40〜1２：１0

日程 内容 講師 詳細

1 5/28 講義＆グループワーク 瀬山 氏 ＜女性の参画＞というテーマを考える

2 6/4 ゲスト講師 講義 若尾 氏 「地域課題を解決する実践について」

3 6/11 グループ／テーマの決定 瀬山 氏 参加者でグループづくり・関心のあるテーマを決める

4 6/18 テーマについてのディスカッション 瀬山 氏 参加者同士で、テーマについて調べてきたことを出し合う

5 6/25 テーマについてのディスカッション 瀬山 氏 参加者同士で、テーマについて深める・課題発表に向けた準備

6 7/2 課題発表の準備 瀬山 氏 参加者同士で、課題発表の準備

7 7/9 課題発表の練習 瀬山 氏 参加者同士で、課題発表の練習

8 7/16 発表＆講評 瀬山 氏
課題発表・講評・ふり返り
【講評者】
・さいたま市議＊
・イクボス共同宣言事業者＊＊



講師

・瀬山 紀子 氏（埼玉大学ダイバーシティ推進センター准教授）

大学院で社会学・ジェンダー論を専攻後、大学等で講師をしながら台東区、港区、埼玉県の男女共

同参画推進センターで事業コーディネーターとして勤務。2022年6月より現職。共著書：『障害があ
り女性であること: 生活史からみる生きづらさ』（2023）、『災害女性学をつくる』（2021）。

・若尾 明子 氏（認定NPO法人クッキープロジェクト代表理事）

2007年から活動をスタートし、2016年にNPO法人（2023年～認定NPO法人）となり、2017
年には埼玉県立小児医療センターに常設店舗「おかし屋マーブル」を、2020年には北浦和に「cafe
マーブルテラス」を開き、障がいのある人ない人が“まぜこぜ”になって暮らす社会をめざして活躍中。



講義

＜女性の参画＞というテーマを考える

瀬山 紀子 氏
（埼玉大学ダイバーシティ推進センター准教授）



講義
◆ダイバーシティの推進という課題
１）ダイバーシティ／多様性の推進という課題は、現にある「画一性」と「排除」について考えていくこと

・社会の制度は、マジョリティにとって生活しやすく、マイノリティの人たちには生きづらさをもたらしている

・制度設計や環境づくりの場に、誰の声が反映され、誰の声が反映されていないかを考えていく

２）決めごとの場の画一性について考えるために性別による偏り（ジェンダー）に視点を置くこと

・さまざまな決めごとの場はどのような構成になっているのかを、特に性別による偏り（ジェンダー）に

視点を置いてみていくこと

・政策・方針決定過程への女性の参画、現状はまだ偏りがある

３）いまの社会のなかにある課題にどう気づくか

・自分のなかに他者の視点をもつこと

・社会のなかの自分の立ち位置を確認すること



ゲスト講師 講義

「地域課題を解決する実践について」
障がいがあってもなくても誰もが安心して暮らせる包含社会を目指して

若尾 明子 氏（認定NPO法人クッキープロジェクト代表理事）

障がいのある人ない人“まぜこぜ”
になって暮らす社会をめざす



ゲスト講師 講義

クッキープロジェクト設立まで・・・

・「身体・知的・精神」等、障がいのある人は国民の約9.2％にあたる。
・家にいるのは飽きたけど１人では不安で就職活動に踏み出せない若年無業女性
“半歩さん”へ、仲間と出会い、仕事と出会うための「半歩」を応援︕

・週５日８時間ではなく、いろんな働き方があってもよいと考える。

・「かわいそうだから」ではなく、「プレゼントしたいから」買う“脱同情買い”へ

「支援」ではなく発想の転換で人をつなぐ︕



ゲスト講師 講義

クッキープロジェクトの設立
・障害のある人もない人も、会社員も学生もフリーターも、大人も子どもも、
いろんな人が「まぜこぜ」になって暮らす社会をめざし、活動を始める。

・広報プランナーやホテルシェフ等によるPR塾やクッキーバザール等の活動を経て、
2017年に埼玉県立小児医療センター内に常設店、2020年にマーブルテラスをオープン︕

・「おさんぽ市」や近所のアート教室の作品展、モルック等様々なイベントでの交流。
・「仕事をシェアして、みんなで少しずつ」「スキルを磨くより、コミュニケーションで元気に」
「まぜこぜな人の関わりから、ヒントがみつかる」がクッキープロジェクトの働き方のスタイル。

カフェはまぜこぜの舞台︕出会い方の工夫次第︕



成果報告 テーマ

◆男性の育児休業取得率を上げるためには
◆教育におけるジェンダーバイアスについて
◆性の多様性への理解を広めるために
◆現代の女性参画状況と改善策



成果報告会 講評者

・「さいたまミモザの会」より
相川議員、池田議員、稲川議員、佐伯議員、
佐々木議員、添野議員、鳥羽議員、西山議員

・さいたまイクボス共同宣言事業者より
株式会社埼玉りそな銀行 人財サービス部 友松 秀索 様
損害保険ジャパン株式会社 埼玉中央支店 さいたま第二支社

支社長 倉島 愛 様



講評より

 「男性」「女性」ではなく、「人」として見られる社会になると良い。

 女性の政治参画について、今後はより気軽に立候補できるような制度に変えていきたい。

 クオータ制の話にもあったように、まずはやってみるという精神が大事である。

 社会を変えていくためには、「制度」と「風土」を変えていくことが大切である。

 様々な課題を子ども主体で考え、小さな成功体験を積むことが大切。その延長戦に政治がある。

 制度と現場の理解にはギャップがあり、それが今後の課題である。

 今後こうしていきたいという考えを持って行動し、社会を変えていってほしい。

 世代を超えて意見交換ができる環境は貴重、この学びを大切にしてほしい。

 根本の仕組みを変えていくことの重要性を再認識した。

 どの場面においても、社会の意識改革をしていく取組が必要である。



参加者感想より

 学生と市民が共有して課題に取り組む事ができました。今後も引き続き皆様と取り組む機会があれ
ば参加させて戴きます。

 8週間はあっという間でした。男性育児プログラムを取入れた「男を褒めて育児に参加させる」点は
良い切り口かと思いました。

 私たち一般参加は学生たち授業を一緒に受けながらテーマに沿って話し合いをし、いつもと違う時
間を過ごすことができて幸せでした。それぞれの発表は素晴らしく「知っているつもり」だったこと
をあらためて学ぶことができ勉強になりました。

 思い切って申し込み、参加してよかったと思っています。さいたま市で行なっていることで知らな
かったことも多かったです。女性議員の方々の学生の声を聴く姿勢や主張に触れる機会がありまし
た。そして我が子世代の方々とお話でき楽しく学べました。

 ダイバーシティがテーマの講座に（学生の割合が多いものの）いろいろな年代の方々がひとつの教
室にいることもとても意味深いものでした。多様性を受け止めることは個を知ること、それを毎回
の講座の中で丁寧に考える機会をくださり、理解を深めることができました。

 私にとってこの二ヶ月は今までにない濃密で刺激的な時間でした。瀬山先生はじめ、パートナーシッ
プの皆様方のご尽力心から感謝いたします。



報告者プレゼン資料

成果報告会

「地域社会の中のダイバーシティ」
































